
 
 
 

 

朝日新聞投稿 

“航空機事故 調査と捜査を切り離せ” 
 

2007 年 1 月 24 日、朝日新聞朝刊の「私の視点」に、石山勉日乗連議長代行の「航空

機事故 調査と捜査を切り離せ」と題する投稿が掲載されました。 

時恰も日本航空 706 事故控訴審における無罪判決が確定した翌日とあって、社会的関

心も盛り上がりを見せた中、最も望ましいタイミングでの意見表明となりました。 
 

国内外からの取り組みが世論を動かす 

706便裁判は、事故調査報告書を基に起訴が行われたという Annex13に反する日本の

現状の典型的な例であったため、日本の事故調査と刑事責任追及が密接に関与しあっ

ている問題点を IFALPA を通して世界に訴えてきました。その結果、IFALPA 役員に

よる法務省への 3 度にわたる要請や事故調要請、そして裁判傍聴など、世界の乗員の

意思を日本にアピールすることが出来ました。 

一方、日本のマスコミに対しても節目節目で詳細なブリーフィングを行い、問題点の

認識を深めてきました。 

そのような国の内外から行った取り組みにより、「調査と捜査の分離」を求める日乗連

の主張は次第に世論に浸透してきています。 
 

取り組みはこれからが本番 

2007年 1月 9日の 706控訴審での完全無罪判決は、そうした地道な取り組みの大きな

成果となりましたが、今年は 907 ニアミス裁判の控訴審も控えており、日本の事故調

査と刑事責任追及のあり方を見直す取り組みはこれからが正念場と言えます。 

航空関係者が日々安心して業務に専念でき、利用者により高い安全が提供できるよう

に、日乗連を挙げて取り組んでいきましょう。 
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